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第 7回協議会 

【創立 30周年・第 25回全国空港 RCフォーラム】 

 

第１２８４回 ２０２３年１２月６日 例会記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点  鐘 鶴田秀樹会長 

国歌斉唱 ロータリーソング「四つのテスト」 

ビ ジ タ ー 紹 介 

(西条 RC) 藤原昭典さん、(広島 RC) 金谷俊宗さん 

出 席 報 告 

 会員数 

シニア会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(11/29) 

28 

1 

19 

0 

0 6 

3 

76.00 

 

メイク  

食 事 時 間 

先付け きんぴらごぼう 

お造 り いかの造り あしらい 

揚 物 カキフライ 

御 飯 白御飯 

香の物 一色 

汁 物 温一口そば  コーヒー 

 

 

 

 

 

 

                            

  

 

 

 

報 告 事 項 

広島市長より「平和へのメッセージ」の顕彰碑 

寄付に対する感謝状をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2710地区 井内康輝ガバナー 信条 

平和の種をまこう!!〜ロータリアンにできること～ 

 

〜 

広島空港 RC 鶴田秀樹会長 スローガン 

本日のプログラム(12月 13日) 次回例会 (12月 23日) 

 

 

 

 

 

 

Xmas家族例会 18:30～20:30 



会 長 ひ と 言 

皆さんこんにちは。カレンダーもあと 1枚、12月に

なりました。先日、12 月 1 日に 2023 ユーキャン新語

流行語の発表がありましたが、1985 年以来 38 年ぶり

2 度目の日本一となった阪神タイガース岡田監督の

「Ａ・Ｒ・Ｅ」アレが選ばれました。もうこんな時期

になったんですね。 

 

毎年恒例の「今年の漢字」12 月 12 日に発表されま

すので 11 日までには皆さんお考え下さい。正解者の

方には、Xmas例会の時に景品を用意したいと思います。 

個人的に少し考えてみました。「高」何もかも高くな

った。ガソリン価格の高騰。値上げですね。もう一つ、

「乱」政治の混乱、世界情勢の混乱。各国で起きてい

る反乱（戦争）ですね。 

さて、今年の漢字は何になるんでしょうか？ 

 

幹 事 報 告 

【配 布 物】ロータリーの友・ガバナー月信 12 月号

週報 1283号 

【回  覧】例会出欠表 

 

今後の例会・行事予定 

日時 内容・場所 

12月 20日(水) 

 

休会 

 ビジターサイン受付あり 

12月 23日(土) 

18:30～20:30 

Xmas家族例会 

 広島エアポートホテル 

 

 

 

12月 27日(水) 

 

休会 

 ビジターサイン受付なし 

1月 3日(水) 休会 

 ビジターサイン受付なし 

1月 10日(水) 

 19:00～21:00 

新年例会 

 広島エアポートホテル 

卓 話 時 間 

 

 

住田 誠 会員 

 

「翼介護サービスの紹介」 

 

 

 

ロータリークラブに入会して約 1年がすぎ、初めて

の卓話をさせてもらうことになりました。弊社の事業

を紹介させてもらおうかと思いますが、その前に、私

個人の紹介をさせてもらいます。 

地元の小中学校を経て、父が土木事業を営んでいた

為、広島にある県立広島工業高校(土木科)へ進学しま

した。卒業後、広島市内の建設会社に就職して現場監

督の勉強をしておりましたが、父の病気もあり、わず

か２年で実家に戻ることになり、世間の風当たりの強

い、環境的にはとても厳しい公共土木を主にした建設

事業で汗を流しておりました。 

縁あって、27 歳の時に三原青年会議所へ入会し、 

まちづくりというこれまで考えてもみなかった事に

取組み、驚きと学び、情熱と友情が溢れる JC 生活

をやり過ぎてしまいました。40歳で卒業する団体です

が、それまでに三原 JC の理事長や広島県の会長も

経験させてもらい、県内に多くの遊び仲間ができてし

まいました。 

仕事はとても苦労しており、このまま建設業で飯を

食っていくのは無理なのではないだろうかと考える

ようになり、2003 年 33 歳の頃、介護事業を始める

ことにしました。全くの畑違いでこれまた大変苦労し

ましたが、なんとか続けることができています。 

しかし、建設の方はダメな状況から脱出できず、38歳

くらいの時に土木事業を辞める決断をしたのです。  

そんな大変な状態でしたが、頭のおかしい私は、35

歳の頃に広島大学の門を叩き、夜間の経済学部を 5年

かけて卒業させてもらいました。その後、41歳の時に

市議選へ挑み、政治の道を歩んでおりましたが、調子

に乗っていた私は大事件を起こし、たくさんの方を裏

切ってしまったのです。様々な団体の活動も全て辞め

て、仕事だけに集中して、地道に歩み直しておりまし

た。 

介護の現場で、利用者さんと直接話したり、笑った

りすることがとても楽しく、もっと利用者の方に喜ん

で欲しいと厨房に入って新しいメニューも作り、現場

でイベント的な趣味活動を増やし、職員と一生懸命取

り組んできて、今があると感じています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翼介護サービスの事業紹介 

運営法人は株式会社スミダで代表は私、住田誠です。 

昭和６２年に父が設立した会社で、現在３６年目を迎えております。 

介護事業は２１年目となりました。三原市南方２丁目、杉臼団地で営業しております。 

営業している事業所は４つあり、居宅介護支援事業所、デイサービスと呼ばれている 

通所介護事業所、訪問看護事業所、看護小規模多機能型居宅介護事業所です。 

居宅では約８０名の利用者の「サービス計画」を作成し、それを提供している介護事業

者と調整を図りながら、 利用者の支援を行なっています。 

 
通所介護事業所(デイサービス) (事業所名 デイサービスセンター翼) 2003.3.1～ 

デイサービスとは、利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることが出来るよう、自宅にこもりっき

りの利用者の孤立感の解消や心身機能の維持、家族の介護の負担軽減などを目的として実施するサービスです 

１日の利用定員５０名。職員やボランティアの方と行うフラワーアレンジメント、書道、絵手紙など、多様な

趣味活動や手作りのお昼ご飯が特徴です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問看護事業所 (事業所名 訪問看護ステーション 翼) 2022.2.1～ 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 (事業所名 ナースケア 翼) 2022.3.1～ 

「病気や障がいがあっても、住み慣れた家で暮らしたい」「人生の最期を自宅で迎えたい」と望まれる方が増え

ています。でも「家族だけで介護や医療的ケアが出来るだろうか」「一人暮らしだけど大丈夫？」と不安に思う

事も多いと思います。そんな時に頼りになるのが訪問看護です。訪問看護の強みは、地域で暮らす赤ちゃんか

ら高齢者まですべての年代の方に関係職種と協力しあって、一人一人に必要な支援が行えるところです。 

 

令和４年３月にオープンした訪問看護は、看護小規模多機能型居宅介護(定員 29名)と一体的に運営しており、

医療の支援が必要な方が利用者の中心で、訪問や泊りのサービスを組み合わせて利用されています。 

 

 

 

 

 

居宅介護支援事業所 (事業所名 居宅介護支援事業所 翼) 2004.2.1～ 

利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、ケアマネジャーが、利用者の心身の状

況や置かれている環境に応じた介護サービスを利用するためのケアプランを作成し、そのプランに基づいて適

切なサービスが提供されるよう、事業者や関係機関との連絡・調整を行います。 

事業所ではありませんが、デイサービスと看護小規模の両方に関わっている送迎部門と調理部門もあり、総勢

４０名弱の体制で翼介護サービスを営業しております。 

 

コロナで利用者がかなり少なくなり、いまだに以前のような利用者数まで戻っていませんが、色々な趣味活動

や、一人ひとりに合わせたリハビリ運動プログラムなどで、来所してもらっている方に喜んでもらえるように

懸命に取り組んでいます。 

この福祉事業を通じて、ロータリークラブの方針でもある「職業奉仕」を実践してゆきたいと思いますので、

今後も皆様からのご指導をよろしくお願い申し上げます。 


